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rシカ激害地における防護柵保守の効果実証試験」

りにとり＜む

の保守管理

1内ヽ補修
れてシカが侵入します心かし、効隼倫な点検スケジュ

？どう片っで補修する？及邑年法疑問もあるてしょう。これまて＊

アルがありまじだが、その後の管理に
rゞ

ませんてした。このパ�711,,ットては実証試

点検と補修のすすめ方をま；＼とめました。防
役 9 ”

＼ところ本格的な積雪に対

いま



あとの管理を考えた設計

まず最初に、しっかりと設計・設置された防鹿柵て
‘

あることが重要て
‘

す。設置後に管理しやすいように、

設計の段階から設置の場所や周辺の状況を十分に検討しましょう。また施工の段階て
‘

も細かな点に

配慮することて
‘

、その後の補修の手間を減らすことがてきます。

管理しやすい防鹿柵とは？
|．ひとつの防鹿柵の総延長は、1日て点検して回れる距離

より短くしましょう。

2．飛び出した部分は柵て囲わないのも一案て
，，

す。少しの面積

を柵て囲っても、総延長が長くなり全体の管理が困難にな

ります（右図）。

3．谷地形や水路はなるべく避けましょう。近いうちに防鹿柵が

大きく破損する可能性があります（右図）。

4． 細かな地形にあわせて支柱を打設しましょう。仕様書など
て

‘

定められた間隔に従うだけて
‘

はなく、細かな地形の変化

にあわせる必要もあリます。

5．丸太や切り株は除去するか迂回しましょう。防鹿柵の下端

を地面にぴったり沿わせることが大切て
‘

す。

6． 防鹿柵周辺の枯死木は伐倒しましょう。近いうちに倒れて

防鹿柵を破壊する可能性があります。
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含めなし
ほうが管
しやすい

除地あるいは

単木保護で対応

※地形にあわせた支柱の立て方や出入り口の工夫など、ほかのマニュアルもご参照ください（例えば、参考資料1) 。

こまめに補修したほうが安上がり

定期的な補修にあたっては、防鹿柵が大きく壊

れてから直すよりも、こまめに直した方が人件

費も資材費も安上がリて
‘

す。経費の大部分を

占める人件費をなるべく減らすためには、意外

て
‘

すが、こまめに点検・補修をして1日て補修

が完了するような軽度の破損にとどめながら防

鹿柵を維持することが重要て
‘

す。

防鹿柵を長期間放置した後て
‘

大規模に補修

したり、食害された苗木を植え替えたりすると、

なおさら大きな経費がかかります。

補修にかかるコスト
右ペ ー ジの実証試験て

‘

は、防鹿柵を補修後
にqヶ月放置し、その破損を再び直すのに
7人日または14人日の経費が必要て

‘

した。

→冒卜な
例えば、qヶ月間3ヶ月ごとに2人1組て

‘

l日て
‘

終わる補修を続けるほうが6人日(2人日X3
回）て

‘

安上がりといえます。

吝→：；



しっかり補修すれば柵は機能します

入念に設計・施工された防鹿柵て
‘

あれば、たとえ破損してもしっかり補修することによって再び機能します。

下記の実証試験ては、設置後5年が経過し多くの箇所が破損した防鹿柵を完全に補修したところ、少なく

とも4ヶ月間はシカの柵内侵入を防ぐことがて
‘
きました。シカが多く生息する場所ても、数ヶ月ごとの点検 ・

補修て
，，

「植栽地からシカを排除する」という防鹿柵の機能を維持て
｀
きると考えられます。

防鹿柵の効果実証試験

急斜面 ・ 岩礫地 ・ シカ高密度という悪条件の揃った再造林地て＼防鹿柵の内外に多数の自動

カメラを設置して2年にわたり動物の出現を記録したところ、しっかりと柵を補修すれば少なくと

も4ヶ月間シカが柵内に入らないことが実証されました（下図 c:::>) 。
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一部補修補修完了
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2年間にわたる防鹿柵内外でのシカ・カモシカの出現状況および補修の時期
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補修前には柵内外て同程度の動物出現がありましたが、補修後にはシカ ・ カモシカともに柵内て
‘

は撮影されませんて
‘

した（図中＜二＞と｀：：3）。ただ、2回目の補修後にはカモシカは早い段階

から柵内て確認されました（図中▼）。カモシカは潜り込みがシカより上手だと推察されましたの

て＼カモシカの生息地ては柵の下端（地際）もしっかりと点検・補修することが大切てす。

·f
►

※上記試験の詳細については、別途報告をご参照ください（参考資料2)。
※防鹿柵の設置前に、皆伐地を対象としてどれぐらいのシカが出現しているのか簡便に調べる方法も

あります（参考資料3、4)。



防鹿柵の補修方法

防鹿柵の破損を見つけた際には、その場てすぐに

補修するのが最も効率的て
吋

す。点検作業にはヱと

カ ー杭や小さく切ったネットなど、持ち歩いても負

担にならない資材を持って行きましょう。

同じ場所が繰リ返し壊されることもあるのて＼補

修にあたっては原状回復てはなく「強化」すること

が大切て
，'

す。1日て補修しきれないほどの破損が

発生する場合は、点検の間隔を短くする必要があ

ります。場所ごとに最適な間隔を見つけましょう。

補修というより強化
●ネットの破れはとじ合わせるだけてなく、

当ヱ杢のように補修するのが効果的て
，，

す。

細かな破れが多い場合には支柱間のネット

を丸ごと一枚当て布方式て補強しましょう。

●何度も柵下端が破損する場合には、

l．アンカ ー 杭を増やす 2．より長い杭を使う

3．杭の頂部と裾ロ ー プを針金て
｀

固定する

といった方法をお試しください。

→

 
新しいネットで当て布のようにして補修

針金でロー プと頂部を
連結したアソカー杭

裾□ープを持ち上げら
れてもアソカー杭が抜
けにくくなります。

※防鹿柵の各部材の強度評価については、参考資料5をご参照ください。
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